


















研究の要約

昭和 55 年に発表された「離乳食の基本」(厚生省研究班)を、現代にマッチした離乳食を

作る際の標準になるよう見直しの目的で本研究を行った。現代にマッチした離乳食の基本

案を作製するために、本分担研究の研究協力者が各自で行ったアンケート調査のデータを

資料とした。また、平成 7年度に改訂の栄養所要量、特に蛋白質を重視し、これを月齢別

栄養所要量の算出の基礎とした。その結果、5ヵ月の蛋白所要量は 1日当り 2.6g/Kg(従来

は 3.Og/Kg)、12 ヵ月が 2.8g/Kg となだらかな上昇カーブとなり離乳食作製上無理がなく

なった。生後 9ヵ月以降はフォローアップミルクと育児用粉乳を用いた際の各々の摂取量

の目安を示し、完了は 12 ヵ月から 15ヵ月まで、遅くとも 18 ヵ月までと幅を持たせた。

文章の表現はより具体的に行い、付表には食品の量を例示するなどして、ガイドラインの

主旨が理解し易いように努めた。なお、当ガイドラインは「標準」として作られたもので

あり、種々の点を考慮して適宜改変して利用することを期待する旨つけ加えた。


